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The purpose of this study was to objectively catch the speed curve lines which 

occurs in the 50m sprint class, and to mining statistically about their comments 

so as to be accurately recognized. Participants were 35 students (19 boys and 16 

girls). In order to look at the performance of this study, 50m sprint times, sprint 

speed, maximal speed, acceleration and comments about the speed curve were 

analyzed. In such analysis, Participants were separated in 50m sprint time by 

three groups( high, middle and lower group). The main findings are summarized 

as follows:

１．As for the 50m sprint times, maximal speed, there were significant 

differences between the three groups. The high group was more higher than the 

middle and lower group but there were no significant differences between the 

three groups as for the step frequency and step length from the start to the goal.

２．The words that were extracted by the text mining method for the comments 

for the speed curve were “speed down” and “cannot get on speed”.

３．According to the words network analysis the words that were extracted in 

conjunction with “speed”were “think”, “speed”, “acceleration”, “down”, “10m 

section”,“20m section”. From these results, It was proved to say that the student 

could not run to speed the first half of the sprint from 10m to 20m section.

Key word: 50m sprint, maximal speed, the text mining method for the comments
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１．緒言

　小学校から高校までの短距離走指導では，児童・生徒を対象に，体育授業の指導で，

いかに速く走れるか，競争して友達に勝てるかを効率的に教えることに第一義が置か

れてきたと思われる。それは，中学校学習指導要領解説保健体育編（文部科学省

2008）の陸上競技の指導では，「記録に挑戦したり，相手と競争したりする楽しさや

喜びを味わうために，短距離走の技能として，滑らかな動きで速く走ること，自己の

最大スピードを高めたり，スピードを生かしたバトンパスでリレーをしたりして，個

人やチームのタイムを短縮したり，競走したりできるようにする」と提示されている

からである。

　しかし，本大学での専門科目としての陸上競技の実技科目は，上記で述べた学習内

容を踏まえながら，小・中・高校の授業とは性格を異にしており，将来教師になるた

めに児童・生徒に短距離走を教えるという立場に立ち，教師として短距離走の学習内

容を指導する立場から，指導内容及び指導方法を学ぶという立場になる。

　このような捉え方から，今回の研究では，上記の指導要領解説で述べられている「自

己の最大のスピードを高める」という内容に着目し，自分の走りの中で，どの区間で

どの程度の最高速度を示しているのかを，疾走中の速度曲線を求めることによって各

自が速度変化をどのように捉えているかという観点で分析・考察を試みた。

２．方法

　１．対象および期日

　本研究における対象は，私立TKH大学教育学部生涯スポーツ専攻２年生 35 名 ( 男

子 19 名と女子 16 名 ) で，測定は専門科目陸上競技の第３回から４回目の授業で行っ

た。授業は 2014 年（平成 24 年）４月 24 日と 31 日にかけて行った。

　２．測定項目

　測定項目は，疾走中の速度，歩数（ピッチ；１秒間での歩数），歩幅（ストライド；

１歩の長さ），疾走タイム，最高速度，加速度そして速度曲線に対する学生のコメン

トであった。測定場所はTKH大学グランドで、走路は全天候型であった。

　３．疾走速度とピッチ、ストライドの測定方法

　学生の 50m 走はビデオカメラで撮影し，学生一人づつ走り，図１のように行った。

スタートから 50m地点の側方 35m離れた地点からビデオカメラ（パナソニック社製；

HDS-SD9, 撮影条件；毎秒 60 フィールド , 露出時間 1/1000 秒）を用いてスタート合

図をカメラに映し込み、各走者のスタートからゴールまでの各通過地点 (5・10・20・

30・40・50m) をパンニング撮影した（加賀谷 , 1992 ; 伊藤 , 2007; 伊藤 ,2013a; 伊藤，

2013b）。

　各通過点の通過時間（通過とは画像で走者の胸部前面が各地点の左右のカラーコー

ンを通過した時点を指す）を読み取るため、ビデオカメラと走路の真中の各通過地点

とを結ぶ仮想線分の延長線上に高さ 80 ㎝のカラーコーンを走路両脇に設置した。測

定の方法を図１に示した。撮影したビデオ画像をコンピューターに取り込み、画像分
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析ソフト Silicon coach Pro7（フォーアシスト社）で各走者の各通過地点時間と各区

間における左足から右足へ、または右足から左足へとどちらかの一歩の所用時間を読

み取り、各区間距離をその区間の所要時間で除して各区間の平均速度を求めた。各区

間の歩数（ピッチ）は一歩の所要時間の逆数で求めた。さらに、各区間の歩幅（スト

ライド）はその各区間の平均速度を歩数（ピッチ）で除して求めた。最高速度は、ス

タートからゴールまでの各区間で最も速い速度を採用した ( 渋川 , 1969; 阿江・藤井

2007)。

　走路が全天候型の走路でなく土の走路で，Silicon coach Pro7（フォーアシスト社）

のソフトを所有していない場合は（特に，小・中・高校の授業では走路が土の場合が

多いと思われる），図１のビデオカメラの位置にビデオカメラではなく，ライップタ

イムの計測機能付きのストップウオッチで，各通過地点を計測し，さらに各区間に児

童・生徒を配置し，各区間の一歩または二歩の歩幅をメジャーで測り（二歩の場合は

その平均値），それらを各区間の一歩の長さをストライドとし，その区間の平均速度

をそのストライドで徐することによって，その区間の平均ピッチ数を求めることがで

きる。この一連の速度，ストライド，ピッチ数の求め方を図２に表した。

３．結果と考察

　１． 50m 走タイム，最高速度，加速度について

　表１に，50m 疾走中の 50m 走タイム , 最高速度そして加速度の各群別の平均値と

標準偏差値を示した。各測定項目については，50m 走タイムの平均値と標準偏差か
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ら上・中・下位群の三群に分け，三群間の分散分析（参加者間計画）を統計ソフト

Js-STAR（中野・田中 2012a）で行い，主効果に有意差が認められた場合には，多

重比較を行い，HSD 法（Turkey-Kramer 法）を適用し比較を行った（田中 1996 ; 

中野・田中 2012b ）。

　その結果，50m走能力には，三群間で有意差が認められた (F=(2,16)=26.26, p<.01)。

HSD 法を用いた多重比較によると，上位群と中位群，中位群と下位群，上位群と下

位群間に有意な差が見られた (Mse=0.0182, p<.01)。最高速度についても，三群間で

有意差が認められた (F=(2,16)=5.75, p<.05)。HSD 法を用いた多重比較によると，上

位群と中位群，上位群と下位群間に有意な差が見られ，中位群と下位群間に有意な差

が見られなかった (Mse=0.0182, p<.05)。この最高速度については，その出現区間を

表１と図３から見てみると，上位群が 30m 区間で，中・下位群は 40m 区間で出現し

ていたことが判明した。加速度について小林（1967）によれば，速度が時々刻々変化

する運動では，速度の変わり方が速いかを表す必要がある。単位時間あたりの速度の

変化量（m/sec2）を加速度 (acceleration) という。

図２　疾走速度，歩幅，歩数，速度曲線に対する分析・コメント
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表１　50 ｍ疾走中の 50 ｍ走タイムと最高速度の比較

50 ｍ走タイム 最高速度（ｍ /秒） 加速度（ｍ /sec2）

平均値 標準偏差 Ｆ値 出現区間 平均値 標準偏差 Ｆ値 出現区間 平均値 標準偏差 Ｆ値

上位群 n=6 6.67 0.16

26.26**

30m 8.65 0.24

5.75*

5m 3.74 0.33

0.95ns中位群 n=7 6.95 0.03 40m 8.20 0.22 5m 3.72 0.51

下位群 n=6 7.23 0.18 40m 8.09 0.43 5m 3.18 1.15

ns;no signihicant difference*;p<0.05  **;p<0.01  

　この定義に従って，各区間の加速度を求め，最高値がスタート直後の５m 区間で

出現し出現し，三群間を比較したが有意差は見られなかった。

２．速度曲線，歩数曲線，歩幅曲線，加速度曲線について

　図３，図４，図５，図６に速度曲線，歩数曲線，歩幅曲線，加速度曲線を示した。

これらの結果を踏まえて被験者である学生の 50m 走の走り方の考察を試みた。速度

曲線から三群を相互に比較してみると上位群が 30m 区間以降ゴールまで中位・下位

群より有意に高い水準でゴールまで走り通していたことが判明した。中位・下位群は

スタートからゴールまで同程度の水準で走っていた。その走り方を歩数頻度と歩幅と

を関連させて考察すると，どちらかの変数要因に影響力があるのではなく，それぞれ

の特性を示していることが判明した。それは，歩数頻度は５m 区間からゴールまで

三群とも毎秒 4.0 回から毎秒 4.5 回の範囲で推移しており，歩幅は５m 区間から１m

前後の歩幅から徐々に伸長しゴール付近では 1.8m から 1.9m を示していた。速度の

加速度の変容から，スタートから 10m 区間までは，毎秒毎秒 3.5m を示し，30m 区

間以降はほぼ速度の増加を示さない走り方であった。これらの事から，学生の走り方

は，スタート直後は，毎秒毎秒 3.5m で走り出し，毎秒 4.0 回の歩数頻度で走り続け，

歩幅を１m前後から徐々に伸展し徐々に伸張させて走っていたことが判明した。

図３　速度曲線
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図４　歩数（ピッチ）曲線

図５　歩幅（ストライド）曲線

図６　加速度曲線
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３.　速度曲線に対するコメントのテキストマイニングについて

　各自の速度曲線について，学生自ら分析し，この結果について短めのコメント（自

由記述文）を記述してもらった。これらのコメントに対してテキストマイニングソフ

ト（数理システム社製）を用い，彼らが自身の走り方にどのように分析し考察を行なっ

たのかを求めた。

　テキストマイニング（text mining）とは，文字列を対象としたデータマイニング

のことである。通常の文章からなるデータを単語や文節で区切り，それらの出現の頻

度や共起出現の相関，出現傾向，時系列などを解析することで有用な情報を取り出す，

テキストデータの分析方法である（小木 , 2008; 小木 ,2011）。

１）速度曲線に対する言葉の係り受け頻度分析について

　図７に 50m 速度曲線に対する学生のコメント（自由記述文；思い・感想）の共起

分析結果を示した。この分析はただ単にコメントに表出した言葉・単語の頻度を示し

たのではなく，単語間の肯定的または否定的な関係を合わせて，その頻度を示し，こ

の分析から学生の速度曲線に対する分析・考察傾向が見えてきた。

図７　速度曲線に対する学生の言葉の係り受け頻度

　係り受け頻度上位 20 位の上位に挙げられたのは，「スピードが落ちる」，「速度が落

ちる」でどちらも疾走速度が低下することを言い表しており，計７回の頻度であった。

さらに，上位３位「10m 区間で速度が落ちる」の２回，６位の「スピードに乗るこ

とができない」の２回，８位の「全体的にスピードに乗ることが出来ない」の２回，

これらは計６回の頻度で挙げられていた。このように上位８項目のうち５項目が「ス
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ピードに乗って走れない」（総合計 13 回）と言い表していた。残り３項目は，４位の

「スピードが上がる」（２回），５位の「スピードに乗る」（２回），７位の「スピード

に乗ることができる」（２回）で合計 6回の頻度であった。

　学生の自由記述文と 50m 走タイムと照らし合わせた結果からも，上位群にも「速

度に乗れなかった」と述べた学生が数名おり，今回の分析からは，上位群に所属して

いるから「スピード（速度）に乗れた」とは言えず，走力に関係なく「スピード（速

度）に乗れなかった」とコメントしていたことが判明した。

２）速度曲線に対する言葉ネットワーク分析について

　言葉ネットワーク分析は学生のコメントの中に特徴的な単語が使用されており，そ

の特徴的な単語，今回の分析では「スピード」を特徴的な単語として捉え，この単語

との関連性の強い単語を抽出し，「スピード」と関連性の強い単語と属性を結びつけ

て分析し，その結果を図８に示した。

図８　速度曲線に対する言葉ネットワーク

　「スピード」を中心に置くと，それに対する関連性の強い単語には，図中の右側上

方にある「落ちる」，そのすぐ下にある「10 メートル」，その下方右側にある「思う」，

その下方にある「20 メートル」，下方左側にある「加速」，その左側下方にある「スター

ト」，左側上方にある「全体的」の７つの単語が挙げられる。

　これらの関連性の高い単語は「スピード」の強い関連性を示しながらそれぞれの単

語にいくつかの関連性の高い単語と強い関連性を示している。それらの中で代表的で



303

大学生の短距離走授業での速度曲線測定に対する分析結果について

関連性の高い単語は「思う」である。さらに，この単語に対して関連性の高い単語は，

「20 メートル」，「20 メートル～ 30 メートル」，「40 メートル～ 50 メートル」，「原因」，

「スタート」，「形」，「良い」，「記録」などの単語が挙げられた。これらのネットワー

ク分析から「スピード」に対して学生の「思い」は，「良い」「記録」を出すために，

その「原因」を考えると「スタート」から「20 メートル」へ，そして「20 メートル

～ 30 メートル」，そして「40 メートル～ 50 メートル」まで「形；フォーム」に気を

つけて走らなければならないと考察していたことが判明した。

　以上の事から，学生のコメントをテキストマイニングしてみると，これまでの短距

離走の授業では，同僚と競争したりして勝敗に一喜一憂したり，タイム計測で記録の

短縮に意識を注いでいた傾向が見られたが，今回の速度変化を求め，スタートからゴー

ルまで速度がどのように変化し，最高速度がどの区間でどのような水準に達していた

のかを自分自身で計測し，考察を試みた．その結果，短距離走の走り方やそのために

はどのような教材やどのように速度を出していけば良いかなどの，これまでに考えた

ことがなかった新しい課題を見いだしたものと思われる。

４．結論

　本研究の目的は，中学校指導要領体育編解説で述べられている短距離走の指導目標

である「自己の最大のスピードを高める」という観点に着目し，学生の 50m走の中で，

どの区間でどの程度の最高速度を示しているのかを，速度曲線を求めることによって，

客観的な資料を求め，さらに各自が速度変化をどのように捉えているかについてコメ

ントを求め，それらをテキストマイニングすることで，学生がどのような観点で分析・

考察をしているか分析した。

　その結果，次のような諸点が明らかになった。

１．50m 疾走中の 50m 走タイム , 最高速度そして加速度を 50m 走タイム速さで上・ 

中・下位群の三群に分けてそれぞれの平均値と標準偏差値を求めた。上位群の最高速

度は 30m 区間で毎秒 8.65m を示し，中位群と下位群は 40m 区間でそれぞれ毎秒

8.20m，毎秒 8.09mを示し，上位群が中・下位群よりも 1%水準で有意な違いを示した。

２．学生の 50m 短距離走の走り方は，以下の通りであった。歩数頻度は５m 区間か

らゴールまで三群とも毎秒 4.0 回から毎秒 4.5 回の範囲で推移しており，歩幅は５m

区間から 1m 前後の歩幅から徐々に伸長しゴール付近では 1.8m から 1.9m を示して

いた。速度の加速度の変容から，スタートから 10m 区間までは，毎秒毎秒 3.5m を

示し，30m 区間以降はほぼ速度の増加を示さない走り方であった。これらの事から，

学生の走り方は，スタート直後は，毎秒毎秒 3.5m で走り出し，毎秒 4.0 回の歩数頻

度で走り続け，歩幅を１m 前後から徐々に伸展し徐々に伸張させて走っていること

が判明した。

３．速度曲線に対する学生のコメントのテキストマイニング分析から，速度曲線に対

する言葉の係り受け頻度分析結果から，上位群は中・下位群よりも有意に高い速度水

準を示していたが，上位群に所属していたから「スピード（速度）に乗れた」といえ
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ず，走力に関係なく，「スピード（速度）に乗れなかった」とコメントしていたこと

が判明した。また，速度曲線に対する言葉ネットワーク分析から，「スピード」を特

徴的な単語として捉え，「スピード」を中心に置くと，それに対する関連性の強い単

語には，「思う」，「落ちる」，「10 メートル」，「20 メートル」，「加速」，「スタート」，「全

体的」の７つの単語が挙げられた。さらに学生のコメントから，次のような解釈が可

能になった。それは，「スピード」に対して学生の「思い」は，「良い」「記録」を出

すために，その「原因」を考えると「スタート」から「20 メートル」へ，そして「20

メートル～ 30 メートル」へ，さらに「40 メートル～ 50 メートル」まで「形；フォー

ム」に気をつけて走らなければならないと考察していた。

　今後は授業の終わりにもう一度速度曲線を求め，最初のコメントとから，どのよう

な変化が見られたのかを分析し，学ぶ側の意識の変容を明確にすることが求められる。
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